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Ｏ
総
務
省
告
示
第
五
百
七
十

一
号

市
町
村
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
安
達
郡
本
宮
町
及
び
同
郡

白
沢
村
を
廃
し
、
そ
の
区
城
を
も

つ
て
本
官
市
を
設
置
す

る
旨
、
福
島
県
知
事
か
ら
届
出
が
あ

つ
た
の
で
、
同
条
第

七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
十
九
年

一
月

一
日
か
ら
そ
の
効
力

を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
八
年
十

一
月
二
日
総
務
大
臣
　
菅
　
　
義
偉

Ｏ
総
務
省
告
示
第
五
百
七
十
三
号

政
党
助
成
法

（平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

政
党
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ

つ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
十

一
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
大
臣
　
菅
　
　
義
偉

政

党

の

名

称

　

　

異

動

事

項

　

　

　

　

新

　

　

　

　

　

　

　

旧

　

　

　

　

届

出

年

月

日

自
由
民
主
党
　
　
　
　
　
支
部
の
数
　
　
　
七
五
五
七
　
　
　
　
　
　
七
五
四
四
　
　
　
　
　
　
平
成
十
八
年
十
月
二

う
ち
法
第
十
四
　
七
五
五
七
　
　
　
　
　
　
七
五
四
四
　
　
　
　
　
　
日

条
第
二
項
に
規

定
す
る
支
部
の

数所
属
国
会
議
員

の
住
所

萩
原
　
誠
司

所
属
国
会
議
員

会
計
責
任
者
　
　
氏
　
名
中
川
　
秀
直

住
　
所
広
島
県
東
広
島
市
西

条
朝
日
町

十
一
十
二

七
生
年
月
日

昭
和
十
九
年
二
月
二

日

選
任
年
月
日

平
成
十
八
年
九
月
二

十
五
日

会
計
監
査
を
行
　
氏
　
名

う
べ
き
者
　
　
　
渡
海
紀
三
朗
　
　
　
　
　
船
田

住
　
所
兵
庫
県
高
砂
市
曽
根

町
二
二
四
八

生
年
月
日

昭
和
二
十
二
年
二
月

十

一
日

選
任
年
月
日

平
成
十
八
年
九
月
二

十
九
日

岡
山
県
岡
山
市
藤
原
西

町

一
十
三
十
二
四

十漸
つ属樋会
議
員
でな
く一 岡
山
県
岡
山
市
北
長
瀬

町

一
三
十
二
七

氏
　
名
竹
中
　
平
蔵

武
部
　
　
勤

民
主
党

公
明
党

所
属
国
会
議
員

の
住
所

赤
松
　
広
隆

寺
田
　
　
学

古
川
　
一死
久

村
井
　
と不
明

支
部
の
数

う
ち
法
第
十
四

条
第
二
項
に
規

定
す
る
支
部
の

数代
表
者

会
計
責
任
者

会
計
監
査
を
行

う
べ
き
者

愛
知
県
名
古
屋
市
中
川

区
福
住
町
五
十
六

秋
田
県
秋
田
市
千
秋
北

の
丸
五
―
五
五

愛
知
県
名
古
屋
市
千
種

区
富
士
見
台
二
十
七
十

二富
山
県
富
山
市
東
回
地

方
町

一
十
五
十
五
二

五
三
六

五
三
六

氏
　
名
太
口
　
昭
宏

住
　
所
東
京
都
北
区
滝
野
川

七
十
四
七
十
三

生
年
月
日

昭
和
二
十
年
十
月
六

日

選
任
年
月
日

平
成
十
八
年
九
月
三

十
日

氏
　
名
北
側

　

一
雄

住
　
所
大
阪
府
堺
市
堺
区
南

三
国

ヶ
丘

町

四

十

三
―
九

生
年
月
日

昭
和
二
十
八
年
三
月

二
日

選
任
年
月
日

平
成
十
八
年
九
月
三

十
日

氏
　
名
谷
回
　
隆
義

住
　
所
大
阪
府
大
阪
市
淀
川

区
塚
本
五
　

一
十
五

生
年
月
日

昭
和
二
十
四
年
四
月

十
八
日

選
任
年
月
日

平
成
十
八
年
九
月
二

十
日

愛
知
県
名
古
屋
市
中
川

区
福
住
町
五
十

一
一

秋

田
県

秋

田
市

中

通

一
十

一
―
喜

一

愛
知
県
名
古
屋
市
千
種

区
光
が
丘
二
十

一
〇
―

一
七
富
山
県
富
山
市
上
市
町

一
九
〇

五
二
七

五
二
七

神
崎
　
武
法

冬
柴
　
鐵
三

若
松
　
謙
維

平
成
十
八
年
十
月
三

日平
成
十
八
年
十
月
五

日

市
町
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
津
久
井
郡
城
山
町
を
廃
し
、

そ
の
区
城
を
相
模
原
市
に
編
入
す
る
旨
、
神
奈
川
県
知
事

か
ら
届
出
が
あ

つ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
十
九
年
二
月
十

一
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
十
八
年
十

一
月
二
日
総
務
大
臣
　
菅
　
　
義
偉


